
「人間行動と交通」    2018/9/12 まち勉、 TTRI 原田昇 

 
１.なぜ、人間は移動するのか。 
  交通は派生需要であり、人の活動と切り離して理解することは出来ない。 

・ Ｈ氏の活動日誌 
・ トリップ目的   通勤、通学、業務、買物、私用。【休日は･･･】 

  交通は、個人の生活ニーズと環境に基づく複雑な意思決定の結果である。 
・ 選択のヒエラルキー  モビリティ選択と交通選択 
・ トリップの要素  頻度、目的地、交通手段、経路、・・・ 

 
２.交通行動の決定要因 

・ 二段階プロセス    状況制約によるチョイス・セットの限定 
            チョイス･セットからのベストチョイス 
・ 多様な制約条件    活動時刻と場所の制約（勤務、送迎、・・・） 
  交通手段の制約（保有、免許、距離、・・・） 
  施設の制約（立地場所、開業時間、・・・） 
  その他（偏見、情報不足、・・・） 
・ 選択要因 選択肢の特性（所要時間、費用、乗換回数、・・・） 
  個人の属性(年齢、所得、経験、・・・) 

 
３.活動交通分析(アクティビティベースドアブローチ) 

・ 時間地理学 Chapin, Hagerstrand, Lund School, TSU  
・ HATS Household Activity-related Simulator 
・ 時空間パス  活動軌跡の時間・空間軸表現 
・ 時空間プリズム  利用可能な時空間領域 

   ・横方向の拡大 交通機関の高速化(技術革新、混雑緩和) 
   ・縦方向の拡大 勤務形態の変更、時差出勤、・・・ 
   ・活動機会の変更 開業時間の延長、施設の新設、・・・ 

・ 時空間アクセシビリティ A = f (Ck, ak, Tk) 
 Ck :活動機会kを経由する移動距離（時間） 

 ak :活動機会kの魅力 

 Tk :活動機会kで利用可能な最大時間 

 
４.交通政策への貢献 
１）社会現象の理解 

・ 待ち合わせ行動の変化  移動した後の連絡と居場所の確認 
・ 高齢者の免許返納問題     車でないと動き回れない高齢者の増加 
・ 待機児童問題 時空間制約の強い共働き子育て世帯の増加 

２）交通施設や交通サービスの新提案 
・ 駅改札通過時の周辺イベント情報提供 
・ 自動運転サービスによる移動手段確保 
・ 駅空間(乗換、待ち空間)における店舗増設・託児施設の充実 

★移動中の活動は、生活の質の向上に、どの程度役に立つのか 
★情報機器を通じたソーシャルネットワークの構築は、移動を減らすことになるのか 
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        表１ ある独身者Ｈ氏の活動日誌１） 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          図２.交通行動のプロセス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１．選択のヒエラルキー            図３．２段階の選択プロセス 
                            (交通手段選択の例) 



表２．活動パターンの分類(Brog(1977)より作成) ３） 
分類の軸 項目別の活動パターン 
活動の必然性 物理的必然性（食べる、眠る） 

社会的義務（通学、選挙) 
契約の義務（仕事、接待） 
特定の必然（修理、通院） 
特定の施設へ（買物、入金、書類受け取り） 
自由（散歩） 

活動場所 固定（職場、家庭、講義室） 
数箇所に限定（デパート、映画館、特定目的の施設） 
自由（散歩） 

活動時間 開始時刻と修了時刻が固定（仕事、授業） 
一定の活動時間（買物） 
特定の時刻を指定（接待） 
相手の都合に合わせる（訪問、事前説明） 
いつでも（散歩） 

活動の規則性 日単位（料理、食事、洗濯、就寝） 
週単位（バイト、買物、ゴルフの練習） 
年単位あるいは季節周期（研究室合宿、ＳＢＫ見学会） 

 
表３.車と鉄道の選択に関する実質的制約３） 
交通手段 「固定層」とする実質的制約 
自動車 仕事で車を使う 

労働時間が不規則で鉄道使えない 
家族の送迎（保育園、駅まで） 
健康上の理由 

鉄道 車を使えない（非保有、免許無し）
車が使えない（他の人が使う） 
目的地に駐車できない 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図４.買物交通手段の利用可能性   図５.交通手段選択における選択３） 
（三鷹・調布地区調査より原田作成）      内の数値は、西独の都市地域に居住する1200 

   人の世帯主調査の内訳（%）である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図６．行動選択に関する一般的制約２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

         図７．活動の時間配置の可能性２） 

               

               

   

   

                      

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             Ⅰ 55分>45分(昼休み)  Ⅱ 1730(閉店時刻)までに可能 Ⅲ 閉店時刻までに不可能 

図８．行動についての時間空間制約２） 

09:30-17:30

計=使える時間枠 



イベントに集散する人々の動きの軌跡(3D)

Z軸は、一日の時間

XY軸は、地図(空間)

時空間地理学; 生活の空間 都市の時間

2018/9/12まち勉、 TTRI  原田昇

羽藤英二氏作成



時空間座標系上の個人パスの例
出典;荒井良雄他編

訳、「生活の空間
都市の時間」、古今
書院、1989



駅・ﾊﾞｽ停
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機会 j

最大活動可能時間

時空間アクセシビリティ
Aij=f(cij,aj,Tj)

待ち
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車とバスの最大活動可能時間の違い



活動実行可能性の判定

活動実行可能性：時空間プリズム内で、ある活動場所に行
き、ある活動をして、次の固定場所に戻ってこれる可能性

時間

空間

活動
場所Ａ

高齢者ａ
活動場所Ｂ

午後

午前 サービス時間

活動に要す
る時間

（プリズム幅 ∩ サービス時間）

活動実行可能性
Ａ午前：可能
Ａ午後：不可能
Ｂ午前：不可能
Ｂ午後：可能

Ｖ
活動に要する時間

活動実行可能

feasible opportunity set



時空間ﾌﾟﾘｽﾞﾑと時空間ﾊﾟｽ

空間

• 活動ｽｹｼﾞｭｰﾙ
– 活動の時空間制約

制約条件

• 交通ﾈｯﾄﾜｰｸ
– 道路ﾈｯﾄﾜｰｸ

– 公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸ

• 活動機会
– 立地

– 営業時間

時間
活動機会
での最大
活動時間

時空間
ﾊﾟｽの例

基本概念



秋田市

人口：317,625
（2004 国勢調査)

• 高齢者率：17.5%

交通網
• 道路網; Black Line

• バス網; Red Line

• バス停; Black points

Mesh ; 1km by 1km

Diaries ; 70 パターン
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秋田市における社会的排除の計測



7バス利用者車利用者

% of feasible pattern

80 -
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40 - 60
20 - 40
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病院の営業時間
7:00-11:30

70世帯の
活動パターン

必要滞在時間
2 時間

通院可能な人(高齢者)の割合; 車 と バス



通院活動に関する三種類の制約と緩和施策

制約の種類 長期施策 短期施策

活動のスケ
ジュール

・固定的活動の
削除や変更

・活動曜日変更
・Activity Management

交通手段
・交通網の新設
・交通回廊
・自動運転

・運行変更
・情報提供
・DRT

都市施設
・病院の新設や
移転

・診療時間
・予約診療
・薬の配送

全て、時空間プリズムの変化として表現できる

社会的排除を軽減するための方策



9

時空間ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨを高める施策①
～ﾌﾟﾘｽﾞﾑの大きさの増加～

 

①自由時間の増加 r2 r1 空間 

t1 

t2 

t’2 

時間 

TP T’P 

 

②固定活動場所間の距離の減

少 

r1 r2 r’2 

t1 

t2 

空間 

時間 

t’12 

t12 
 

③速度の増加 r1 r2 

1/v’<1/v 

1/v 

t1 

t2 

空間 

時間 

①自由時間の増加
②固定活動時間の距離の差
③速度の増加

出典; 大森宣暁、詳細な時空間データを用いた活動交通シミュレーションに関する研究、2000年3月、東大工学系博論
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時空間ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨを高める施策②
～活動機会側の変更～

 

①サービス時間の延長 r1 r2 

etk 

st’k 

stk 

t2 

t1 

空間 

時間 

サービス

時間帯 

開始時刻 

終了時刻 

k1 

T1 T’1 
 

②活動機会への距離の減少 r1 r2 k1 k’1 

t2 

t1 

空間 

時間 

d’k 

dk 

 

③活動機会数の増加 

空間 

時間 

r1 r2 k2 k1 k3 

t1 

t2 

①サービス時間の延長
②活動機会への距離の減少
③活動機会数の増加

出典; 大森宣暁、詳細な時空間データを用いた活動交通シミュレーションに関する研究、2000年3月、東大工学系博論



Activity Management の期待される効果

制約条件の緩和に伴う、時空間プリズムと時空間ACC 
の改善を分かりやすく伝え、追加活動を含む活動スケ
ジュールの望ましい変更を促す。主活動に着目



自由課題

本日の活動日誌を書き、追加的な活動につ
いての代替案の実行可能性を検討しなさい。

活動日誌を書き、制約条件を書き出す。

時空間パスを描き、時空間プリズムを重ねる。

追加的活動を設定し、その活動施設の立地、
サービス時間を考慮して、その実行可能性を明ら
かにする。

追加的活動の例

10分間、CDを選んで買う。

ATMで送金をする。(待ちも含めて10分)

10分間、物を借りるために人に会う


